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氏名　桂木真司（51歳）
職名：三重大学医学部付属病院　産科婦人科・准教授
〇受賞の感想と今後の抱負
　今回名誉ある三重医学貢献賞（医学教育・社会貢献部門）を受賞させて頂き、関係者の方々に深謝するとともに大変光栄に思い、感動しております。2011年に三重大学の産婦人科の医局に入局し、周産期医療の発展に尽力させて頂き、社会的意義の高い賞を頂き嬉しく思っております。今後三重県内の医局員、産婦人科医師と協同し益々、三重県内の周産期医療の発展に貢献したいと思います。

〇受賞テーマ
「循環器合併妊娠や先天性心疾患の胎児診断、胎児生理学のスペシャリストとして、三重県における周産期医療、特に若手医師の育成・教育、助産師等、周産期関連職種への教育・啓発、関連施設間での良好な連携の構築などを指導医として貢献」

〇医学・看護教育、医療人教育、社会貢献の分野において成し遂げた顕著な業績
三重県は2019年に周産期死亡率が全国１位低い、安全に分娩ができる県となった。かつて2016年には全国最下位であった三重県が行った取り組みは私と池田智明教授の前任地である宮崎県での周産期医療の導入と教育の徹底である。大きく分けて三つの取り組みがある。
➀テレビ会議システムによる朝カンファレンスを週１回から毎日行い、県内の関連病院８施設との医療連携を密接に行い、「病院の役割分担」を徹底した事。また、この中には東京の府中市にある循環器専門施設である榊原記念病院も含まれ、先天性心疾患を持つ胎児の胎内診断、先天性心臓病やその他の循環器疾患を持つ女性が妊娠・出産における周産期管理のノウハウもプレゼンテーションを定期的に行い、三重県内での周産期医療レベルを引き上げた。また、毎週火曜日のテレビカンファレンスでは高度生殖医療の学習日とし、がん生殖の問題など近年の生殖医療のトピックスを症例を通じて提示し三重県で学ぶ産婦人科医師が最新の医療技術を共有できる機会を作った。
➁チーム医療の徹底と屋根瓦式教育を徹底し、「体力の切れ目が医療の切れ目にならないように」　「情報共有」を意識づけた。働き方改革の視点からも主治医が重症症例を24時間連続で管理することは望ましい事ではなく、チーム内で情報を共有し、相互信頼するチーム医療を徹底した。チームリーダーが中堅医師を教育し中堅医師は専攻医、初期研修医、スチューデントドクターを教育し、一人の医師が仮に倒れても患者の安全が保たれる診療体制、教育体制を維持するように指導を行った。
➂周産期症例検討会を半年に１回から4か月に１回に回数を増やし、地域での問題点を細目に把握し、対策を立てた事である。ここでは3か月分の周産期死亡症例、予後不良症例を検討し各地域における周産期医療の現状、問題点を挙げ、次期への対策を立て即座に次期の医療に反映するように意識づけた。
三重は県内の各2次施設は三重大学の教室員が派遣されており、地域分散型の医療体制を取っているが約5年の教育期間を経て2019年には周産期死亡率が全国一位となった事で、その教育効果が実証されたと考えている。

〇業績の概要と将来展望
2019年の三重県の周産期死亡率は2.0で全国で最も低く、全国で最も安全な分娩ができる県となった事。上記三つの取り組みを継続し、周産期医療体制の維持、発展に努める。
少子高齢化の時代にあっても、生殖医療を通じて高齢者や内科的合併症を持つ女性も安全に妊娠・出産できる体制を構築する。つまり、がん生殖医療を通じてがんサバイバーの妊娠できる可能性を保持できるよう、内科、外科、小児科などの女性の抗がん剤治療前に受精卵、卵巣凍結により将来妊娠できる可能性を残す。またそのような医療情報を三重県全体に広報する。

〇本業績における実績
2016年には1000人あたりの周産期死亡率が5.6人であったが、2019年には2.0人に低下し三重県は全国で最も安全な分娩ができる県となった。
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〇略歴
1995年　宮崎医科大学卒業
1998年　宮崎県立延岡病院　研修医
1999年　宮崎市郡医師会病院　医員
2002年　宮崎県立日南病院　副医長
2005年　宮崎県立延岡病院　周産期センター長
2007年　国立循環器病研究センター　周産期治療部　医員・医長
2011年　三重大学産婦人科入局
2011年　国立循環器病研究センター　部長代理
2013年　榊原記念病院　産婦人科部長
2019年　三重大学産婦人科講師
2020年　三重大学産婦人科准教授

〇専門分野
　周産期　循環器合併妊娠　先天性心疾患胎児診断

〇医学博士、専門医資格
医学博士（宮崎大学）
日本産婦人科専門医　ダビンチ技術認定医（術者）母体保護法指定医　
日本産科婦人科学会指導医
日本周産期・新生児学会指導医
	
